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（左上段から）

　くしびき　に　　なさん（５さい）
　こ だ ま　れ い なさん（５さい）
　いわむら　さ と かさん（５さい）
　くまがい　り の んさん（５さい）

（左下段から）

　お　　の　ゆ い かさん（４さい）
　あ　　べ　ことひこくん（４さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「うみのせかいだいしゅうごう」
2019
No.172７月号

元気になるまで見守ります
　認定こども園柳田保育園で実施している

病後児保育事業。

　お子さんが良くなるよう、しっかり見守っ

ていきます。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

（　　　）
藤田琉之介くん（５歳）
　父　宗　希さん　　　　
　母　美　鈴さん　柳　田

りゅう すけの

（　　　）
櫻井　龍承くん（４歳）
　父　孝　順さん　　　　
　母　和　恵さん　風合瀬

りゅうしょう

（　　　）
岩谷　祐音くん（１歳）
　父　紘　史さん　　　　　
　母　理　子さん　北金3区

ひろ と

★このコーナーでは、誕生日を迎え
たチビッコ達をご紹介します★

８月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年８月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名（父母）、住所（地区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりが
な）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（父母）⑥電話番号を記入したものを添
えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～⑥を記入
のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　

TEL　74-2122（直通）　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
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５
月
30
日
、
新
深
浦
町
漁
業
協
同
組

合
（
小
枝
裕
幸
代
表
理
事
組
合
長
）
の

荷
捌
（
に
さ
ば
き
）
施
設
の
落
成
式
が

行
わ
れ
、
関
係
者
約
80
人
が
、
新
し
い

荷
捌
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
従
来
の
施
設
は
築
40
年
以
上
で
老
朽

化
、
開
放
型
の
た
め
衛
生
面
も
課
題
で

し
た
が
、
閉
鎖
型
の
新
施
設
は
、
関
係

青森山田中学高等学校吹奏楽部の演奏を、大勢の観客が聞き入っていました。 浜のかっちゃたち（新深浦町漁協女性部）の労働環境も改善されます。 活魚施設の水槽は、大きく衛生的。 落成式の様子。（小枝代表理事組合長【左】）

者
以
外
立
ち
入
り
で
き
な
い
ク
リ
ー
ン

ス
ペ
ー
ス
と
、
漁
業
者
が
ス
ム
ー
ズ
に

陳
列
で
き
る
開
放
ス
ペ
ー
ス
に
分
け
、

衛
生
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
枝
組
合
長
は
「
厳
し
い
予
算
や
期

間
の
中
で
の
難
工
事
だ
っ
た
。
志
の
高

い
工
事
に
感
服
し
て
い
る
。
町
内
の
み

な
ら
ず
、
深
浦
産
の
魚
を
手
に
取
っ
て

く
れ
る
た
く
さ
ん
の
方
に
、
安
心
安
全

な
魚
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
」
と
関
係
者
へ
の
感
謝
と
今
後
の

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
新
荷
捌
施
設
の
完
成
を

祝
し
、
青
森
山
田
中
学
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
空
間
の
新
荷
捌
施
設
に
鮮

や
か
な
音
色
が
響
き
渡
り
、
大
勢
の
地

元
の
方
々
か
ら
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
共

に
新
荷
捌
施
設
の
完
成
を
祝
う
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
深
浦
町
漁
協
は
、
よ
り
安
心
安
全

で
新
鮮
な
魚
を
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
こ

と
を
第
一
に
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

新荷捌施設。閉鎖型となり、衛生面も改善されました。 安心安全な魚を
食べてもらうために
新荷捌施設完成

安心安全な魚を
食べてもらうために
新荷捌施設完成
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みんなで
　　つくろう
　　　　明るい町

「深浦マグロステーキ丼」
　　デビュー６周年

６年連
続

３万食
突破！！

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
に
し
よ
う
と

交
通
安
全
・
青
少
年
非
行
防
止
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
民
総

決
起
大
会
が
、
６
月
24
日
、
各
地
区
や
団
体
、
事
業
所
か
ら
約
２
２

０
人
が
参
加
し
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
、
青
い
鳥
保
育
園
、
み
は
る
保
育
園
、
み
よ
し
保

育
園
、
え
の
木
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
、
太
鼓
や
遊
戯
等
を
披
露
。

そ
し
て
「
道
路
に
飛
び
出
し
ま
せ
ん
」
と
、
大
き
な
声
で
交
通
安
全

を
誓
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
深
浦
小
学
校
児
童
代
表
の
五
十
嵐
唯
斗
く
ん
（
６

年
）
が
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
実
行
し
、
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
交
通
安
全
に
注
意
し
、
気
を
つ
け
ま
す
」
と
交
通
安

全
を
宣
言
。
そ
の
後
、
鯵
ヶ
沢
地
区
保
護
士
会
の
安
田
悠
宏
会
長
が

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
雨
の
た
め
、
夕
陽
公
園
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
吉
田
町
長
が
交
通
事
故
防
止
を

宣
言
し
、
参
加
者
全
員
で
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

　
新
・
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当

地
グ
ル
メ
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
」
（
マ
グ
ス
テ
丼
）
が
、
６
月
14
日

で
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
６
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
６
周
年
記
念
・
友
情
講
演

と
し
て
休
暇
村
「
紀
州
加
太
」
（
和
歌

山
県
）
総
支
配
人
の
義
本
英
也
さ
ん
が

「
笑
っ
て
ご
ま
か
せ
！
〜
増
収
へ
の
道

〜
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
功
談

や
失
敗
談
な
ど
を
交
え
て
講
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
海
へ
飛
び
込
む
支
配

人
」
と
し
て
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
ナ
ニ

コ
レ
！
？
珍
百
景
」
で
栄
誉
あ
る
年
間

Ｍ
Ｖ
珍
を
受
賞
し
た
経
歴
も
あ
り
、
体

を
張
っ
て
お
客
様
の
思
い
出
作
り
の
手

五十嵐唯斗くん（深浦小６年）

園児たちのお遊戯が披露されました
国民休暇村「紀州加太」義本英也支配人

「これからも深浦を応援します！」とヒロ中田さん

記念フォーラムには約80人の参加者が来場しました

交通安全徹底に、一致団結！ 青森県警察音楽隊の演奏

スローガン
交通安全運動
　「あなたも参加　わたしもやります“交通安全”」
青少年非行防止運動
　「地域の青少年は　地域で守り育てる」
社会を明るくする運動
　「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」

助
け
を
す
る
お
も
て
な
し
の
思
い
で
、

休
暇
村
の
増
収
増
益
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
基
調
講
演
で
は
「
マ
グ
ス

テ
丼
」
の
生
み
の
親
・
リ
ク
ル
ー
ト
の

ヒ
ロ
中
田
さ
ん
が
「
２
０
３
０
年
の
深

浦
町
は
こ
う
創
れ
！
」
と
題
し
て
講
演

し
「
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ
ず
、
進
化

と
変
化
と
挑
戦
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ヒ
ロ
中
田
さ
ん
の
一
つ
一
つ
の
提

言
や
言
葉
が
、
参
加
者
の
心
に
深
く
響

き
、
今
後
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
進
化

し
続
け
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　
マ
グ
ス
テ
丼
は
、
２
０
１
３
年
６
月

14
日
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
販
売
提
供
数
は

６
年
間
で
約
22
万
食
。
（
日
販
平
均
１

０
０
食
超
）
が
示
す
と
お
り
、
町
の
新

し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
定
着
し
、

来
訪
客
の
呼
び
水
と
な

っ
て
い
ま
す
。

深浦マグロステーキ丼



■■■ 広報ふかうら ■ 45 ■ 広報ふかうら ■■■

みんなで
　　つくろう
　　　　明るい町

「深浦マグロステーキ丼」
　　デビュー６周年

６年連
続

３万食
突破！！

　
交
通
事
故
や
犯
罪
、
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
に
し
よ
う
と

交
通
安
全
・
青
少
年
非
行
防
止
・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
町
民
総

決
起
大
会
が
、
６
月
24
日
、
各
地
区
や
団
体
、
事
業
所
か
ら
約
２
２

０
人
が
参
加
し
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
、
青
い
鳥
保
育
園
、
み
は
る
保
育
園
、
み
よ
し
保

育
園
、
え
の
木
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
、
太
鼓
や
遊
戯
等
を
披
露
。

そ
し
て
「
道
路
に
飛
び
出
し
ま
せ
ん
」
と
、
大
き
な
声
で
交
通
安
全

を
誓
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
深
浦
小
学
校
児
童
代
表
の
五
十
嵐
唯
斗
く
ん
（
６

年
）
が
「
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
実
行
し
、
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
交
通
安
全
に
注
意
し
、
気
を
つ
け
ま
す
」
と
交
通
安

全
を
宣
言
。
そ
の
後
、
鯵
ヶ
沢
地
区
保
護
士
会
の
安
田
悠
宏
会
長
が

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
雨
の
た
め
、
夕
陽
公
園
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
吉
田
町
長
が
交
通
事
故
防
止
を

宣
言
し
、
参
加
者
全
員
で
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

　
新
・
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当

地
グ
ル
メ
「
深
浦
マ
グ
ロ
ス
テ
ー
キ

丼
」
（
マ
グ
ス
テ
丼
）
が
、
６
月
14
日

で
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
６
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
６
周
年
記
念
・
友
情
講
演

と
し
て
休
暇
村
「
紀
州
加
太
」
（
和
歌

山
県
）
総
支
配
人
の
義
本
英
也
さ
ん
が

「
笑
っ
て
ご
ま
か
せ
！
〜
増
収
へ
の
道

〜
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
功
談

や
失
敗
談
な
ど
を
交
え
て
講
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
海
へ
飛
び
込
む
支
配

人
」
と
し
て
人
気
テ
レ
ビ
番
組
「
ナ
ニ

コ
レ
！
？
珍
百
景
」
で
栄
誉
あ
る
年
間

Ｍ
Ｖ
珍
を
受
賞
し
た
経
歴
も
あ
り
、
体

を
張
っ
て
お
客
様
の
思
い
出
作
り
の
手

五十嵐唯斗くん（深浦小６年）

園児たちのお遊戯が披露されました
国民休暇村「紀州加太」義本英也支配人

「これからも深浦を応援します！」とヒロ中田さん

記念フォーラムには約80人の参加者が来場しました

交通安全徹底に、一致団結！ 青森県警察音楽隊の演奏

スローガン
交通安全運動
　「あなたも参加　わたしもやります“交通安全”」
青少年非行防止運動
　「地域の青少年は　地域で守り育てる」
社会を明るくする運動
　「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」

助
け
を
す
る
お
も
て
な
し
の
思
い
で
、

休
暇
村
の
増
収
増
益
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
基
調
講
演
で
は
「
マ
グ
ス

テ
丼
」
の
生
み
の
親
・
リ
ク
ル
ー
ト
の

ヒ
ロ
中
田
さ
ん
が
「
２
０
３
０
年
の
深

浦
町
は
こ
う
創
れ
！
」
と
題
し
て
講
演

し
「
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ
ず
、
進
化

と
変
化
と
挑
戦
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ヒ
ロ
中
田
さ
ん
の
一
つ
一
つ
の
提

言
や
言
葉
が
、
参
加
者
の
心
に
深
く
響

き
、
今
後
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
進
化

し
続
け
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　
マ
グ
ス
テ
丼
は
、
２
０
１
３
年
６
月

14
日
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
販
売
提
供
数
は

６
年
間
で
約
22
万
食
。
（
日
販
平
均
１

０
０
食
超
）
が
示
す
と
お
り
、
町
の
新

し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
定
着
し
、

来
訪
客
の
呼
び
水
と
な

っ
て
い
ま
す
。

深浦マグロステーキ丼
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『まちづくり住民アンケート2019』の結果をお知らせします『まちづくり住民アンケート2019』の結果をお知らせします
　今年２月に実施した「まちづくり住民アンケート2019」
の結果がまとまりましたので、その一部をご紹介します。
　皆さんから寄せられたご意見・ご指摘をこれからのまちづ
くりに活かすこととしています。
　詳しくは町ホームページをご確認ください。

　町民の暮らしの状況は、「景気」に関し７割弱が良くなっていないと感じており、「地域の足」となる移動も、５
割以上が不便だと感じています。
　一方、「地域の伝統・文化」には4割弱が愛着を持っており、半数近くが町に住み続けたいと考えています。

【アンケートの概要】
・町内在住の15歳以上の2,000人を対象
・回答者数　966人(回答率48.3%)
　（大戸瀬241人、深浦491人、岩崎225人）

1　はい
44.4％

2　いいえ
25.8％

3　どちら
　でもない
29.1％

4　未回答
0.7％

【問1】あなたのくらしの状況や今感じていることについて、当てはまるものを選んでください。
　　　※18の質問のうち、主なものを抜粋しています。

生活するうえで経済的に厳しいと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

429

249

281

7

どちら
でもない

1　はい
3.8％

1　はい
8.2％

2　いいえ
67.5％

3　どちら
　でもない
27.2％

4　未回答
1.4％

地域の景気が良くなっていると思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

37

652

263

14

どちら
でもない

2　いいえ
72.7％

3　どちら
でもない
17.8％

4　未回答
1.3％

町営住宅があれば入居したいと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

79

702

172

13

どちら
でもない

1　はい
37.6％

2　いいえ
18.4％

3　どちら
　でもない
43.0％

4　未回答
1.0％

役場の対応は良いと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

363

178

415

10

どちら
でもない

1　はい
45.3％

2　いいえ
16.9％

3　どちら
　でもない
37.2％

4　未回答
0.6％

深浦町に住み続けたいと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

438

163

359

6

どちら
でもない

1　はい
31.1％

2　いいえ
18.3％

3　どちら
　でもない
49.7％

4　未回答
0.9％

町村合併してよかったと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

300

177

480

9

どちら
でもない

1　はい
39.0％

2　いいえ
22.3％

3　どちら
　でもない
37.8％

4　未回答
0.9％

地域の伝統や文化に誇りや愛着を感じている

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

377

215

365

9

どちら
でもない

1　はい
55.9％2　いいえ

25.6％

3　どちら
でもない
17.6％

4　未回答
0.9％

通勤・通学・通院や買い物での移動が不自由だ

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

540

247

170

9

どちら
でもない

【問2-1】町が取り組んでいる施策に対し、皆さんからの支持が多い順に表記しました。
　　　　※支持率は回答者数に対する「1 満足」、「2 まあまあ満足」の合計値から算出しています。

健康診断・検診・保健指導(434)

水道水の安定供給(338)

インフルエンザ等各種ワクチン接種助成(334)

介護・生きがい支援などの高齢者福祉(283)

サーモンをはじめとする養殖業振興(277)

健康・福祉施設のための施設整備(271)

稚魚の放流など水産資源を増やす(262)

身近なところで医療を受けられる環境(254)

保育サービスや子育て支援(250)

妊婦や乳幼児の健診・相談(218)

廃棄物が適正に処理される体制(201)

消防防災体制の強化(199)

救急時の医療体制・救助体制(196)

地元の農水産物を身近で購入する体制(192)

漁港や農林道など生産基盤整備(190)

ゴミの減量化や町内美化(189)

地元で農水産物を加工し流通する体制(185)

地域資源を活かした観光振興(183)

サル・クマ等有害鳥獣被害対策(183)

子どもたちが地域等を学ぶ機会の提供(177)

集落内での福祉活動等の活性化(177)

快適な情報通信ができる環境(175)

学校教育の環境の充実(174)

交通事故や犯罪対策(173)

自然災害の被害対策(170)

観光客をもてなす体制(161)

集会所や公園などの公共施設の整備(156)

地域特性を生かした生涯学習の機会(156)

地域に適した生活排水処理の整備(152)

自治会など集落のコミュニティ活動(150)

地域の伝統文化の継承保全(148)

技術指導や制度資金など経営支援(147)

道路の整備(145)

十分な行政情報の発信(144)

地域ボランティア活動参加への環境づくり(136)

障害者が自立し安心できるための支援(135)

治山造林振興(125)

生涯スポーツと体力づくりの機会の提供(121)

省エネなど地球温暖化防止の取組み(112)

男女共同参画の環境・意識づくり(110)

自然エネルギーの活用によるまちづくり(107)

国内外の地域と交流する機会の提供(95)

担い手後継者育成による産業活性化(78)

移住者を呼び込むための環境づくり(74)

安心して働ける場の確保(68)

バスや鉄道など公共交通の利便性向上(65)

商店や地元企業の活性化(61)

　満足度は、①健診・保健指導、
②水道の安定供給、③各種ワクチ
ン接種助成が高く、医療・福祉関
係が比較的高い傾向にあります。
　逆に、①地元企業の活性化、②
公共交通の利便性向上、③働く場
の確保等まちの賑わいづくりに関
する項目が低い傾向にあります。
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『まちづくり住民アンケート2019』の結果をお知らせします『まちづくり住民アンケート2019』の結果をお知らせします
　今年２月に実施した「まちづくり住民アンケート2019」
の結果がまとまりましたので、その一部をご紹介します。
　皆さんから寄せられたご意見・ご指摘をこれからのまちづ
くりに活かすこととしています。
　詳しくは町ホームページをご確認ください。

　町民の暮らしの状況は、「景気」に関し７割弱が良くなっていないと感じており、「地域の足」となる移動も、５
割以上が不便だと感じています。
　一方、「地域の伝統・文化」には4割弱が愛着を持っており、半数近くが町に住み続けたいと考えています。

【アンケートの概要】
・町内在住の15歳以上の2,000人を対象
・回答者数　966人(回答率48.3%)
　（大戸瀬241人、深浦491人、岩崎225人）
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25.8％

3　どちら
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0.7％

【問1】あなたのくらしの状況や今感じていることについて、当てはまるものを選んでください。
　　　※18の質問のうち、主なものを抜粋しています。

生活するうえで経済的に厳しいと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

429

249

281

7

どちら
でもない

1　はい
3.8％

1　はい
8.2％

2　いいえ
67.5％

3　どちら
　でもない
27.2％

4　未回答
1.4％

地域の景気が良くなっていると思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

37

652

263

14

どちら
でもない

2　いいえ
72.7％

3　どちら
でもない
17.8％

4　未回答
1.3％

町営住宅があれば入居したいと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

79

702

172

13

どちら
でもない

1　はい
37.6％

2　いいえ
18.4％

3　どちら
　でもない
43.0％

4　未回答
1.0％

役場の対応は良いと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

363

178

415

10

どちら
でもない

1　はい
45.3％

2　いいえ
16.9％

3　どちら
　でもない
37.2％

4　未回答
0.6％

深浦町に住み続けたいと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

438

163

359

6

どちら
でもない

1　はい
31.1％

2　いいえ
18.3％

3　どちら
　でもない
49.7％

4　未回答
0.9％

町村合併してよかったと思う

1　はい

2　いいえ

3

4　未回答

300

177

480

9

どちら
でもない

1　はい
39.0％

2　いいえ
22.3％

3　どちら
　でもない
37.8％

4　未回答
0.9％

地域の伝統や文化に誇りや愛着を感じている
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通勤・通学・通院や買い物での移動が不自由だ
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4　未回答
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【問2-1】町が取り組んでいる施策に対し、皆さんからの支持が多い順に表記しました。
　　　　※支持率は回答者数に対する「1 満足」、「2 まあまあ満足」の合計値から算出しています。

健康診断・検診・保健指導(434)

水道水の安定供給(338)

インフルエンザ等各種ワクチン接種助成(334)

介護・生きがい支援などの高齢者福祉(283)

サーモンをはじめとする養殖業振興(277)

健康・福祉施設のための施設整備(271)

稚魚の放流など水産資源を増やす(262)

身近なところで医療を受けられる環境(254)

保育サービスや子育て支援(250)

妊婦や乳幼児の健診・相談(218)

廃棄物が適正に処理される体制(201)

消防防災体制の強化(199)

救急時の医療体制・救助体制(196)

地元の農水産物を身近で購入する体制(192)

漁港や農林道など生産基盤整備(190)

ゴミの減量化や町内美化(189)

地元で農水産物を加工し流通する体制(185)

地域資源を活かした観光振興(183)

サル・クマ等有害鳥獣被害対策(183)

子どもたちが地域等を学ぶ機会の提供(177)

集落内での福祉活動等の活性化(177)

快適な情報通信ができる環境(175)

学校教育の環境の充実(174)

交通事故や犯罪対策(173)

自然災害の被害対策(170)

観光客をもてなす体制(161)

集会所や公園などの公共施設の整備(156)

地域特性を生かした生涯学習の機会(156)

地域に適した生活排水処理の整備(152)

自治会など集落のコミュニティ活動(150)

地域の伝統文化の継承保全(148)

技術指導や制度資金など経営支援(147)

道路の整備(145)

十分な行政情報の発信(144)

地域ボランティア活動参加への環境づくり(136)

障害者が自立し安心できるための支援(135)

治山造林振興(125)

生涯スポーツと体力づくりの機会の提供(121)

省エネなど地球温暖化防止の取組み(112)

男女共同参画の環境・意識づくり(110)

自然エネルギーの活用によるまちづくり(107)

国内外の地域と交流する機会の提供(95)

担い手後継者育成による産業活性化(78)

移住者を呼び込むための環境づくり(74)

安心して働ける場の確保(68)

バスや鉄道など公共交通の利便性向上(65)

商店や地元企業の活性化(61)

　満足度は、①健診・保健指導、
②水道の安定供給、③各種ワクチ
ン接種助成が高く、医療・福祉関
係が比較的高い傾向にあります。
　逆に、①地元企業の活性化、②
公共交通の利便性向上、③働く場
の確保等まちの賑わいづくりに関
する項目が低い傾向にあります。
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【問3】新たなまちづくりのアイデア（施策の案）に対し、支持率が多い順に表記しました。
　　　※支持率は回答者数に対する「1 ぜひ取り組む」、「2 取り組む」の合計値から算出し

ています。

【問4】新たなまちづくりのアイデア（施策の案）に対し、町民が特に重要と考える順に表記
しました。

　　　※支持率は施策案の中から回答者が３項目を選び、回答者数に対する支持数から算出し
ています。

安心して働ける場の確保（752）

身近なところで医療を受けられる環境（699）

救急時の医療体制・救助体制（674）

商店や地元企業の活性化621）

バスや鉄道など公共交通の利便性向上（620）

担い手後継者育成による産業活性化617）

道路の整備（616）

インフルエンザ等各種ワクチン接種助成（604）

健康診断・検診・保健指導（590）

学校教育の環境の充実（583）

妊婦や乳幼児の健診・相談（579）

自然災害の被害対策（577）

保育サービスや子育て支援（576）

水道水の安定供給（555）

介護・生きがい支援などの高齢者福祉（555）

地域資源を活かした観光振興（551）

障害者が自立し安心できるための支援（547）

サル・クマ等有害鳥獣被害対策（542）

観光客をもてなす体制（535）

健康・福祉施設のための施設整備（531）

消防防災体制の強化（530）

子どもたちが地域等を学ぶ機会の提供（523）

交通事故や犯罪対策（501）

集落内での福祉活動等の活性化（487）

快適な情報通信ができる環境（485）

地元で農水産物を加工し流通する体制（485）

廃棄物が適正に処理される体制（481）

稚魚の放流など水産資源を増やす（479）

地元の農水産物を身近で購入する体制（478）

漁港や農林道など生産基盤整備（478）

地域に適した生活排水処理の整備（472）

ゴミの減量化や町内美化（471）

省エネなど地球温暖化防止の取組み（443）

移住者を呼び込むための環境づくり（440）

技術指導や制度資金など経営支援（436）

十分な行政情報の発信（423）

地域特性を生かした生涯学習の機会（413）

サーモンをはじめとする養殖業振興（410）

集会所や公園などの公共施設の整備（392）

地域の伝統文化の継承保全（380）

生涯スポーツと体力づくりの機会の提供（377）

治山造林振興（377）

自然エネルギーの活用によるまちづくり（376）

自治会など集落のコミュニティ活動（335）

国内外の地域と交流する機会の提供（323）

地域ボランティア活動参加への環境づくり（297）

男女共同参画の環境・意識づくり（278）
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【問2-2】町が取り組んでいる施策に対し、皆さんが重要だと考える順に表記しました。
　　　　※重要度は回答者数に対する「1 とても重要」、「2 重要」の合計値から算出しています。

町立診療所の機能充実（854）

高齢者困りごとに対応するサービス（789）

住宅リフォーム解体補助金（731）

老朽化施設の見直し（634）

地場産業の担い手への助成（610）

コンビニ誘致（602）

各種スポーツ文化環境整備（559）

木造高校深浦校舎存続への取組（559）

町内循環コミュバス（547）

中学校統合（472）

当面財政健全化（315）

新たな町営住宅整備（266）

■岩崎地区　　■深浦地区　　■大戸瀬地区　　□町全体

■岩崎地区　　■深浦地区　　■大戸瀬地区　　□町全体

町立診療所の機能充実（476）

コンビニ誘致（371）

高齢者困りごとに対応するサービス（349）

住宅リフォーム解体補助金（326）

老朽化施設の見直し（189）

中学校統合（176）

町内循環コミュバス（164）

地場産業の担い手への助成（164）

木造高校深浦校舎存続への取組（157）

各種スポーツ文化環境整備（132）

当面財政健全化（92）

新たな町営住宅整備（64）

　重要度は、①働く場の確
保に続き、②医療環境や③
救助体制が高い支持を集め
ています。また、①地元企
業の活性化や②公共交通の
利便性向上等、満足度の低
い項目の重要度が高い結果
となっています。
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【問3】新たなまちづくりのアイデア（施策の案）に対し、支持率が多い順に表記しました。
　　　※支持率は回答者数に対する「1 ぜひ取り組む」、「2 取り組む」の合計値から算出し

ています。

【問4】新たなまちづくりのアイデア（施策の案）に対し、町民が特に重要と考える順に表記
しました。

　　　※支持率は施策案の中から回答者が３項目を選び、回答者数に対する支持数から算出し
ています。
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消防防災体制の強化（530）

子どもたちが地域等を学ぶ機会の提供（523）

交通事故や犯罪対策（501）

集落内での福祉活動等の活性化（487）

快適な情報通信ができる環境（485）

地元で農水産物を加工し流通する体制（485）

廃棄物が適正に処理される体制（481）

稚魚の放流など水産資源を増やす（479）

地元の農水産物を身近で購入する体制（478）

漁港や農林道など生産基盤整備（478）

地域に適した生活排水処理の整備（472）
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【問2-2】町が取り組んでいる施策に対し、皆さんが重要だと考える順に表記しました。
　　　　※重要度は回答者数に対する「1 とても重要」、「2 重要」の合計値から算出しています。
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　重要度は、①働く場の確
保に続き、②医療環境や③
救助体制が高い支持を集め
ています。また、①地元企
業の活性化や②公共交通の
利便性向上等、満足度の低
い項目の重要度が高い結果
となっています。
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まちか
ど

コンビニで見る商品がズラリ！

　根上定男さん（北金ヶ沢２区）が、ウェ
ディングプラザアラスカ（青森市）で開催
された青森県漁業士会通常総会において、
名誉漁業士として感謝状が贈られました。
　これは、昭和61年度から県青年漁業士第１期生とし
て活動し、平成５年度からは指導漁業士として、日本
海深浦サーモン養殖の原型となるドナルドソンニジマ
スの海面養殖やヤリイカ、マナマコの増殖など、長年
にわたり北金ヶ沢地区の漁業の発展に貢献したことが
認められたものです。

　ひまわり号を走らせる会（秋田県能代
市）が主催し、障害の有無や年齢を問わず
交流を深めながら鉄路の旅を楽しむ「第
27回ひまわり号走る」が、十二湖地内で開催されまし
た。
　８時54分に十二湖駅に到着した列車からは、約210
人の参加者が続々と降り立ち、十二湖リフレッシュ村
を目指し歩き始めました。散策中は青空が広がり、目
的地へ到着した参加者らはステージイベントを楽しみ
ながら交流を深めました。

　大童子川内水面漁協主催のヤマメ放流式
が行われ、柳田保育園児、修道小３年生が
参加しました。
　放流式に先立ち、子どもたちはヤマメの生態につい
て学習。同じヤマメでも育つ環境や時期によって見た
目が全く違うこと、なぜ稚魚を放流しているのかを学
習し理解を深めました。
　続いて、大童子川河川敷で体長６㎝ほどに成長した
ヤマメの稚魚約１千尾を放流。川の中を泳ぐヤマメを
のぞき込み子どもたちは、大きくなって帰ってきてね
と声をかけていました。 稚魚を放流する児童

十二湖駅で集合写真岩谷文一さん（岩坂）【右から3列目】

　社会福祉法人西寿会で移動コンビニの販
売が始まりました。グループホームに入居
している高齢者や従業員、また地域の方々
に利用してもらいたいと、第２、第４月曜日の午前10
時～12時ころに「セブンイレブン」の移動販売車が物
販しています。

　元町消防団の副団長岩谷文一さん（岩
坂）に、瑞宝単光章が贈られました。
　岩谷さんは、昭和44年から町消防団員として入団以
来、45年の永きにわたり鋭意専心消防団発展のため精
励し、消防施設の充実、豊富な知識と経験を以て消防
団員の指導育成、消防力の強化に努めるとともに、災
害発生に際しては率先垂範消火及び防災の指揮にあた
り、被害を最小限に止めその実行力と責任感が認めら
れました。

　深浦マリンキッズは「海ごみゼロプロジ
ェクト」（環境省・日本財団共同事業）キ
ャンペーンにおいて活動を始動しました。
開講オリエンテーションで「海洋ごみ」のプラスチッ
クごみは目に見えないサイズまで分解され、食塩や魚
など様々な物を介して私たちの体に蓄積されることな
どを学習。その後、道の駅ふかうら「かそせいか焼き
村」周辺海岸において、深浦マリンキッズと保護者、
風合瀬漁協女性部、一般参加者総勢約50人がプラスチ
ックごみを中心に拾い集め、トラックの荷台いっぱい
の海洋ごみを撤去することが出来ました。

選手宣誓する松井さん

　町朝野球協会主催のナイターリーグが開

幕しました。今大会には４チーム約80人

が参加し熱戦が繰り広げられています。

　この日は開会式が行われ、コンバットの松井佑人選

手が「精一杯プレーすることを誓

います」と熱戦を約束しました。

　リーグ戦は７月中旬まで12試合

行われ、優勝チームは県大会へ出

場することとなっています。

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

６／
10

はまなす荘で移動コンビニ

６／
14

岩谷さん（岩坂）地域の防災
に大きく貢献

６／
９

海ごみゼロを目指して～深浦マリンキッズ～

６／
３

ナイター野球　八森山劇場始まる

５／
24

６／
９

６／
14
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て活動し、平成５年度からは指導漁業士として、日本
海深浦サーモン養殖の原型となるドナルドソンニジマ
スの海面養殖やヤリイカ、マナマコの増殖など、長年
にわたり北金ヶ沢地区の漁業の発展に貢献したことが
認められたものです。

　ひまわり号を走らせる会（秋田県能代
市）が主催し、障害の有無や年齢を問わず
交流を深めながら鉄路の旅を楽しむ「第
27回ひまわり号走る」が、十二湖地内で開催されまし
た。
　８時54分に十二湖駅に到着した列車からは、約210
人の参加者が続々と降り立ち、十二湖リフレッシュ村
を目指し歩き始めました。散策中は青空が広がり、目
的地へ到着した参加者らはステージイベントを楽しみ
ながら交流を深めました。

　大童子川内水面漁協主催のヤマメ放流式
が行われ、柳田保育園児、修道小３年生が
参加しました。
　放流式に先立ち、子どもたちはヤマメの生態につい
て学習。同じヤマメでも育つ環境や時期によって見た
目が全く違うこと、なぜ稚魚を放流しているのかを学
習し理解を深めました。
　続いて、大童子川河川敷で体長６㎝ほどに成長した
ヤマメの稚魚約１千尾を放流。川の中を泳ぐヤマメを
のぞき込み子どもたちは、大きくなって帰ってきてね
と声をかけていました。 稚魚を放流する児童

十二湖駅で集合写真岩谷文一さん（岩坂）【右から3列目】

　社会福祉法人西寿会で移動コンビニの販
売が始まりました。グループホームに入居
している高齢者や従業員、また地域の方々
に利用してもらいたいと、第２、第４月曜日の午前10
時～12時ころに「セブンイレブン」の移動販売車が物
販しています。

　元町消防団の副団長岩谷文一さん（岩
坂）に、瑞宝単光章が贈られました。
　岩谷さんは、昭和44年から町消防団員として入団以
来、45年の永きにわたり鋭意専心消防団発展のため精
励し、消防施設の充実、豊富な知識と経験を以て消防
団員の指導育成、消防力の強化に努めるとともに、災
害発生に際しては率先垂範消火及び防災の指揮にあた
り、被害を最小限に止めその実行力と責任感が認めら
れました。

　深浦マリンキッズは「海ごみゼロプロジ
ェクト」（環境省・日本財団共同事業）キ
ャンペーンにおいて活動を始動しました。
開講オリエンテーションで「海洋ごみ」のプラスチッ
クごみは目に見えないサイズまで分解され、食塩や魚
など様々な物を介して私たちの体に蓄積されることな
どを学習。その後、道の駅ふかうら「かそせいか焼き
村」周辺海岸において、深浦マリンキッズと保護者、
風合瀬漁協女性部、一般参加者総勢約50人がプラスチ
ックごみを中心に拾い集め、トラックの荷台いっぱい
の海洋ごみを撤去することが出来ました。

選手宣誓する松井さん

　町朝野球協会主催のナイターリーグが開

幕しました。今大会には４チーム約80人

が参加し熱戦が繰り広げられています。

　この日は開会式が行われ、コンバットの松井佑人選

手が「精一杯プレーすることを誓

います」と熱戦を約束しました。

　リーグ戦は７月中旬まで12試合

行われ、優勝チームは県大会へ出

場することとなっています。

深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング
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はまなす荘で移動コンビニ
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岩谷さん（岩坂）地域の防災
に大きく貢献
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海ごみゼロを目指して～深浦マリンキッズ～
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ナイター野球　八森山劇場始まる

５／
24

６／
９

６／
14



■■■ 広報ふかうら ■ 1213 ■ 広報ふかうら ■■■

　認知症について学び、支援する応援者を

養成する認知症サポーター養成講座が、木

造高校深浦校舎の１年生16人を対象に開催されました。

　社会福祉法人西寿会の平沢一臣理事長が、認知症と

物忘れの違いや、認知症にも様々な種類があることに

ついて講演しました。その後の介護体験実習では、認

知症の人との接し方について、実際に介護者とふれあ

い、生徒らは認知症について理解を深めました。

　大間越地区・黒崎地区・松神地区で「鹿

嶋祭り」が行われました。そのうち大間越地区の春日

（鹿嶋）祭りでは、天候にも恵まれ、勇壮な太刀振り

踊りが華やぎを添えました。

　３地区の鹿嶋祭りは、県の無形民族文化財にも指定

されている郷土芸能。祭りのフィナーレは、鹿嶋船に

大漁、五穀豊穣、悪疫退散、虫送りの願いを乗せて海

に流します。

　踊りを見に駆けつけた地域住民らは勇壮な踊りに歓

声を上げていました。大間越地区

安美錦関と記念撮影

　三浦佑月さん（いわさき小5年）、日沼
舞矢さん（いわさき小2年）、大谷明日華さん（いわさ
き小2年）、吉田圭希さん（深浦小2年）、舘口侑生さ
ん（深浦小1年）が町役場を訪れ、卓球の全農杯全日本
選手権（ホープス・カブ・バンビの部）への出場報告
をしました。
　全農杯は、張本智和選手や、妹の張本美和選手も優
勝した経験があり、注目度が大変高い大会の一つです。
出場権を獲得するため、5月19日(日)に、青森県の小学
生以下の選手600人以上が参加した予選会を勝ち抜き
ました。
　選手たちは、「予選突破」「ベスト16以上」など、
各々の目標を達成するべく、日々の練習をこなし、大
会に臨みます。

野田翔さん【右】

大盛況！
　東京の深浦祭り

野田さん（弘前市）
　　　深浦診療所で実習

　首都圏で暮らしている深浦町出身者が集い、親
睦を深める深浦会東京総会・交流会が、品川総合
区民会館「きゅりあん」で行われ、約200人がふ
るさとの思い出を語り合いました。
　交流会では、久六島産サザエ、深浦サーモン、
モズクや山菜といった郷土料理がずらりと並び、
参加者はふるさとの味に舌鼓を打っていました。
　また、初の試みとしてふるさと納税寄附者から
希望者を招待し、交流を深めるとともに、関取の
安美錦関が家族で訪れ、会場は大いに盛り上がり
ました。

　弘前大学のクリニカルクラークシップにて、弘
前大学医学部６年生の野田翔さんが、実習生とし
て深浦診療所で1か月間の実習を行いました。ク
リニカルクラークシップは、４か月間の実習で自
分が実習したい医療機関を選択し、実習する事業。
その中で野田さんは深浦診療所を選び、診察の見
学や注射のサポート、介護施設等を訪問したりと
地域の人たちとも接する機会が多かった実習のよ
うでした。「母親が深浦出身で、とても良いとこ
ろだし月１くらいで訪れている。今後は、山田先
生や吉岡先生のように深浦町で働く総合医療の医
者になりたい」と話していました。

６／
22

認知症ってなんだろう

３地区で郷土芸能「鹿嶋祭り」開催

６／
19

卓球　全国大会に出場します！

６／
19

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 
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大切な御縁をいただいたお客様に�～ありがとう～�と言われる仕事を心掛けています。�
ご用命は �

任せて安心の�

家族葬から一般葬・社葬まで�

ご予算に応じた御葬儀を�

提案・施工いたします。�

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ �

「一般貨物自動車運送事業（霊柩）�第�４�９�７�号」 �

厚生労働省認定�

１級葬祭ディレクター在籍店�

FAX：74‐4546電話�電話�（７４）４５３６�365日・24時間受け付けております。�

つがる市森田町森田月見野300-3　つきみの団地37�

TEL 0173－26－4341　携帯 080－6001－1760

五所川原塗装工業会会員�

代　表　藤 田　一 哉�

登録建設塗装基幹技能者�

一級建築塗装技能士�
一級鋼橋塗装技能士�
職 業 訓 練 指 導 員�
外壁アドバイザー�

※１、２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！�

　健康万歩計は、西北五医師会が、�

皆さんが健康で元気に過ごすための�

必要な情報を提供し、ドクターから�

のアドバイスを紹介するコーナーで�

す。　�

一　戸　　　淳�先生�
医療法人誠仁会尾野病院 院長�

今月のドクター�

超高齢化社会と認知症�

健康�
万歩計�
健康�
万歩計�

　みなさんは2025年問題をご存知でしょうか。

戦争が終わった直後の1947年から1949年生ま

れの、いわゆる団塊の世代の人たちが75歳を

迎えて後期高齢者となる超高齢化社会のことを

いいます。700万人の日本人、つまり65歳以上

の高齢者５人に１人が認知症になるだろうとい

われています（2012年には462万人、65歳以

上の７人に１人が認知症というデータがありま

す）。�

　認知症の原因となる病気はいろいろあります

が、特に多い病気はアルツハイマー型認知症で

す。アルツハイマー型認知症は、つい先ほどの

出来事が思い出せなくなるという特徴がありま

す。しかし本人が物忘れを自覚しないことが多

く、病院に受診したときには病状が進行してい

る場合があります。病気の進行により、物忘れ

以外の症状として、興奮・妄想・幻覚・幻視（な

いものが見える）・易怒性（怒りやすくなる）・

うつ状態（気分の落ち込みなど）・失禁（尿や便

をもらす）・徘徊（目的なくあちこち歩きまわる）

といった症状が現れることがあり、治療が難し

くなることがあります。ご家族や周囲の方たち

の『あれ？以前と比べて変わってきているか

な？』という気づきが早期診断の手がかりとな

ることがあります。�

　アルツハイマー型認知症の原因はある程度わ

かっていますが、今のところ特効薬はありませ

ん。症状の進行を遅らせる数種類の飲み薬と貼

り薬があります。治療の中心は非薬物療法です。

孤独にならず、家族と楽しく過ごすことや、デ

イサービスやデイケア、訪問サービスなどを利

用し、他者とのコミュニケーションをとってい

くことが大切です。また、音楽療法や昔のこと

を話し合う回想法により症状の改善が認められ

るといわれています。�

　喫煙、飲酒、運動不足、偏食、糖尿病などが

アルツハイマー型認知症の発症リスクを高める

といわれていますので、生活習慣の改善が発症

予防のため大切になります。�

　今後は少子・超高齢化社会となり、2025年

には20歳～64歳の労働者1.8人で１人の高齢者

を支えなければならないという厳しい時代に突

入していきます（今は2.2人で１人の高齢者を

支えています）。そのような時代に生きる私た

ちは、『年老いても元気に！自分のことは自分

で出来る！』ということをスローガンに、一人

ひとりが楽しく、心豊かな老後を過ごしていけ

る社会にしていきたいものと感じています。�
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 ７月20日㈯ 
水　　泳 平川市

 平川市屋内プール

 ７月21日㈰   ゆうえい館

  陸上競技 弘前市 弘前市運動公園陸上競技場

   黒石市 スポカルイン黒石

  バレーボール 弘前市 東奥義塾高等学校体育館

   平川市 平川市平賀体育館

  
ママさんバレーボール 弘前市

 河西体育センター

    岩木小学校体育館

  卓　　球 黒石市 スポカルイン黒石

 ７月27日㈯ 相　　撲 弘前市 青森県武道館相撲場

 ７月28日㈰ ゲートボール 弘前市 弘前B&G海洋センター

  グラウンドゴルフ 平川市 平川市平賀多目的広場

  
サッカー 弘前市

 岩木青少年スポーツセンター

    岩木山総合運動公園球技場

    弘前運動公園はるか夢球場

  ソフトボール 弘前市 弘前運動公園運動広場

    弘前市豊田小学校グラウンド

  剣　　道 田舎館村 田舎館中学校体育館 

日　　時 競　　技 開催市町村 場　　所

今回は、第74回市町村対抗青森県民体育大会について紹介します。

歩こう　ふかうら
　あなたのまちのウォーキングコース
歩こう　ふかうら
　あなたのまちのウォーキングコース

このコーナーは、住民の皆さんに身近な
ウォーキングコースを紹介するコーナーです。
健康づくりのために、いっぽ踏み出しましょう。 ふかうら学ふかうら学

第74回市町村対抗青森県民体育大会西北地区予選結果‼第74回市町村対抗青森県民体育大会西北地区予選結果‼
　６月16日㈰、23日㈰に「第74回市町村対抗青森県民体育大会西北地区予選」が本町で行われ、バ
スケットボール、サッカー、軟式野球、男子ソフトボールの予選が行われました。
　各競技の選手達が県大会出場をめざして深浦で熱戦を繰り広げ、男子ソフトボール、サッカー（予
選開催地枠）が７月に行われる本大会の出場を決めました。

第74回市町村対抗青森県民体育大会開催日程

　令和元年７月20日㈯～21日㈰、27日㈯～28㈰に弘前市、南黒地区で「第７４回市町村対抗青森県
民体育大会」が開催されます。

開催日、場所は以下のとおりになります。（深浦町関係競技）

　今回は、岡町福祉センターを起点・終点とし、深浦名産おいしいトマトの生産拠点や名跡御仮屋、元測候所などを巡
る「トマト団地と御仮屋跡地探索コース」、コースを紹介していただいたのは追良瀬地区の木村聖明さんです。距離が
長めで、起伏もあり、少々時間はかかりますが、交通量が比較的少なく歩きやすいコースとなっています。コース上に
は、三国屋さん・セイリングさん・陽陽さんなどもあるので「歩き終わった後に、おいしいランチ」とか「マグステ食
堂のソフトクリームで一服」というのもありかもしれませんね。

社会教育関係事業へのお問い合わせは下記までお願いします。
◆　深浦町教育委員会 教育課（深浦町大字深浦字苗代沢８４－２）

ＴＥＬ：７４－４４１９　ＦＡＸ：７４－３０５０

お時間のある方はぜひ、深浦町の代表選手の応援に足をお運びください！！
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検索

　青森県における脳血管疾患（脳卒中）による死亡

率は、平成27年のデータでは男性が全国ワースト

１位、女性もワースト３位であり、青森県民は全国

的に見て、『あだって』死亡する確率が高い県民と

いえます。日本人の平均寿命（生まれてから亡くな

るまでの期間）は、男性は約81歳で女性は約87歳

と日本は世界一の長寿国です。健康寿命（他人の介

助なく日常生活を健康的に送れる期間）は男性が約

72歳で女性が約75歳です。平均寿命と健康寿命の

差は男性で９歳、女性は12歳です。この９年、12

年という期間は、食事・トイレ・着替え・移動など

に他人の介助を必要とする状態（要介護状態といい

ます）や、生活のすべてにおいて介助を要する寝た

きり状態で過ごす期間となります。脳卒中は、要介

護状態・寝たきりの原因となる疾患として、認知症

や骨折と共に大きな割合を占めています。

　脳卒中には大きく分けて、脳の血管が破れる病気

である脳出血・くも膜下出血と、血管が詰まる病気

である脳梗塞に分けることができます。病気により

症状や、症状の起こり方には違いがあります。くも

膜下出血は突然の強い頭痛で発症することが多い疾

患です。今までに経験したことのないような強い頭

痛が出現した場合はくも膜下出血の可能性があるた

めすぐに受診する必要があり

ます。脳出血や脳梗塞の発症

を見逃さないためには、

「顔・腕・言葉のチェックと

発 症 し て か ら の 時 間 ：

FAST」が重要といわれてい

ます。

　Face（顔）：歯を見せて笑えるかどうかによって

顔面神経麻痺の有無をみます。顔面神経麻痺がある

場合には片側の顔面が曲がって見えます。

　Arm（腕）：手のひらを上にして両腕を挙げて水平

な状態を保持できるかどうかによって腕の麻痺をみ

ます。麻痺がある場合は保持できません。

　Speech（言葉）：話すときに「ろれつ」が回って

いないかどうか、他人の言葉を理解できるか、自ら

言葉を話すことができるかどうかをみます。

　この、顔・腕・言葉の症状が急に発症した時に、

Time（時間）：早期に受診し診断できれば、最近の

治療の進歩により、症状が軽くてすむ可能性が高ま

ります。

　これらの症状が一時的に起こるが数分～数時間で

自然に良くなる場合（一過性脳虚血発作といいま

す）でも、放置しておくと近いうちに脳梗塞になっ

てしまう危険が高まるので、症状が一時的で、その

後良くなったとしても受診する必要があります。

　脳卒中の最大の原因は高血圧です。発症予防のた

めの血圧の目標値は、最新のガイドラインによる

と、75歳未満の人で家庭血圧（家で測った血圧）

125/75mmHg、75歳以上の人は135/85mmHg

未満とされています。塩分制限、定期的な運動、ス

トレス軽減、禁煙など生活習慣の改善を行い高血圧

予防に努めましょう。

　脳卒中は予防がとても大切です。健康寿命を延ば

し充実した人生を過ごすために、脳卒中にはならな

いという意識をもって過ごしていければと思いま

す。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

脳卒中について

一　戸　　　淳　先生
医療法人誠仁会　尾野病院　院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計

　病気の回復期にあるお子さんを看護師や保育士が一時的に保育します。
◇対象となるお子さんは保育園やこども園に在籍する乳幼児（満１才～）から小学校３年生まで
の児童です。
◇利用できる日時
月曜日～金曜日（8：00 ～17：00）
保育園の行事等により利用できない日もあります。
◇利用料金
１日（６時間以上）2,000円（給食・おやつ代込み）
１日（６時間未満）1,000円（給食・おやつ代込み）
◇電話予約可能時間　8：00～17：00
☎0173－76－2123
＊ご利用についてのご相談や見学などお気軽に
　お電話ください。

①登録申請書の提出
＊申請書は柳田保育園や深浦町役場（福祉課）にあります。必要事項を記入し、柳田保育園
に提出してください

　　登録された時、利用申請書など必要書類をお渡しします。

③利用予約（利用日の前日までに）をお渡
します。柳田保育園に☎で利用日・利用
時間の予約をしてください。

④利用申請書等に必要事項を記入し、利用
開始となります。

②「かかりつけ医」を受診
＊どのような状態に状態になれば、回復
期になるのか、いつ頃から病後児保育
の利用が可能か、確認し、「医師情報提
供書」を書いてもらってください。

「こぐまルーム」「こぐまルーム」

利用までの手続き

病気になった！病気になった！

（柳田保育園付設）

病後児
保育施設
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な状態を保持できるかどうかによって腕の麻痺をみ

ます。麻痺がある場合は保持できません。

　Speech（言葉）：話すときに「ろれつ」が回って

いないかどうか、他人の言葉を理解できるか、自ら

言葉を話すことができるかどうかをみます。

　この、顔・腕・言葉の症状が急に発症した時に、

Time（時間）：早期に受診し診断できれば、最近の

治療の進歩により、症状が軽くてすむ可能性が高ま

ります。

　これらの症状が一時的に起こるが数分～数時間で

自然に良くなる場合（一過性脳虚血発作といいま

す）でも、放置しておくと近いうちに脳梗塞になっ

てしまう危険が高まるので、症状が一時的で、その

後良くなったとしても受診する必要があります。

　脳卒中の最大の原因は高血圧です。発症予防のた

めの血圧の目標値は、最新のガイドラインによる

と、75歳未満の人で家庭血圧（家で測った血圧）

125/75mmHg、75歳以上の人は135/85mmHg

未満とされています。塩分制限、定期的な運動、ス

トレス軽減、禁煙など生活習慣の改善を行い高血圧

予防に努めましょう。

　脳卒中は予防がとても大切です。健康寿命を延ば

し充実した人生を過ごすために、脳卒中にはならな

いという意識をもって過ごしていければと思いま

す。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

脳卒中について

一　戸　　　淳　先生
医療法人誠仁会　尾野病院　院長

今月のドクター健康
万歩計
健康
万歩計

　病気の回復期にあるお子さんを看護師や保育士が一時的に保育します。
◇対象となるお子さんは保育園やこども園に在籍する乳幼児（満１才～）から小学校３年生まで
の児童です。
◇利用できる日時
月曜日～金曜日（8：00 ～17：00）
保育園の行事等により利用できない日もあります。
◇利用料金
１日（６時間以上）2,000円（給食・おやつ代込み）
１日（６時間未満）1,000円（給食・おやつ代込み）
◇電話予約可能時間　8：00～17：00
☎0173－76－2123
＊ご利用についてのご相談や見学などお気軽に
　お電話ください。

①登録申請書の提出
＊申請書は柳田保育園や深浦町役場（福祉課）にあります。必要事項を記入し、柳田保育園
に提出してください

　　登録された時、利用申請書など必要書類をお渡しします。

③利用予約（利用日の前日までに）をお渡
します。柳田保育園に☎で利用日・利用
時間の予約をしてください。
④利用申請書等に必要事項を記入し、利用
開始となります。

②「かかりつけ医」を受診
＊どのような状態に状態になれば、回復
期になるのか、いつ頃から病後児保育
の利用が可能か、確認し、「医師情報提
供書」を書いてもらってください。

「こぐまルーム」「こぐまルーム」

利用までの手続き

病気になった！病気になった！

（柳田保育園付設）

病後児
保育施設
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深
校
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

《６月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,808人
4,275人
8,083人
3,731世帯

（－ 3）
（－ 7）
（－10）
（－ 2）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

風
薫
る
白
神
連
山
一
望
に

　
　
　
　
　
　大
農
場
の
真
中
に
立
て
り

　
　
　
　近

　藤

　月

　子

瑞
々
し
果
実
の
よ
う
な
蜜
ふ
く
む

　
　
　
　
　
　歌
を
詠
み
た
し
六
月
の
空

　
　
　
　増

　冨

　今
日
子

う
っ
す
ら
と
渋
茶
の
残
る
湯
呑
あ
り

　
　
　
　
　
　老
い
ゆ
く
母
の
洗
い
残
し
の

　
　
　寺

　沢

　美
千
子

見
渡
せ
ば
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
に
染
ま
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　山
海
の
間
を
行
く
五
能
線

　
　
　佐

　藤

　宏

　子

令
和
元
年
５
月
21
日
〜
令
和
元
年
６
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
古
　
川
　
翔
　
太
（
北
金
３
区
）

田
　
代
　
麻
　
衣
（
山
梨
県
甲
府
市
）

♥
荒
　
川
　
祐
　
司
（
５
　
　
区
）

渋
　
谷
　
葉
　
子
（
青
森
市
）

♥
佐
　
藤
　
健
　
吾
（
岩
崎
下
）

世
　
永
　
智
　
花
（
北
金
２
区
）

　
だ
ん
だ
ん
と
蒸
し
暑
く
な
り
、
天
候
も

体
調
も
変
化
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ネ
タ
で
す
。
お
許
し
く

だ
さ
い
。
先
月
県
外
に
行
き
、
高
校
バ
ス

ケ
の
東
北
大
会
で
審
判
員
と
し
て
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
選
手
は
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
戦
い
の
中
、
審
判
も
絶
対
に
失
敗
で

き
な
い
大
会
で
し
た
。
上
級
審
判
ト
ラ
イ

の
審
査
会
。
こ
れ
ま
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
場
数
を
踏
み
、
苦
い
思
い
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
い
ざ
、
ト
ラ
イ
！
し
て
み

ま
し
た
が
、
色
々
な
感
情
や
緊
張
で
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
的

に
は
評
価
は
と
て
も
低
く
、
自
分
の
力
を

発
揮
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
な
り
凹
み

ま
し
た
が
、
す
ぐ
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

自
分
の
課
題
と
向
き
あ
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
に
自
信
を

も
っ
て
！

　
皆
さ
ん
は
、
ト
ラ
イ
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」し
た
体
育
祭

　
６
月
８
日
（
土
）「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
を
テ
ー
マ

に
深
浦
校
舎
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会

時
に
は
少
し
肌
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
競

技
が
始
ま
る
頃
に
は

気
温
が
上
昇
し
、
絶

好
の
体
育
祭
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
保
護

者
の
方
々
の
た
く
さ

ん
の
応
援
、
ま
た
、

昼
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ

た
た
か
い
豚
汁
に
励

ま
さ
れ
、
競
技
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

年
次
対
抗
の
総
合
得
点
の
争
い
は
３
年
次
が
昨
年

に
引
き
続
き
優
勝
し
、
応
援
合
戦
も
優
勝
と
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
２
年
次
は
男
女
と
も

４×

100　
リ
レ
ー
で
１
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
１

年
次
は
綱
引
き
で
２
年
次
を
圧
倒
し
、
３
年
次
と

も
互
角
の
戦
い
を
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
昨
年
よ
り
も
自
分
た
ち
が
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。」（
２
年
次
坂
崎

美
蘭
）、「
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
。」（
３
年
七
戸
香
純
）、「
練
習
の
成
果
を
出

せ
ず
悔
し
か
っ
た
。
来
年
は
絶
対
勝
て
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。」（
１
年
黒
滝
永
遠
）
な
ど
、
一
人

一
人
が
こ
の
体
育
祭
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
び
、
考
え
た
有
意
義
な
体
育
祭
で
し
た
。
次

は
10
月
の
深
校
祭
に
向
け
て
生
徒
全
員
が
一
つ
に

な
っ
て
深
浦
校
舎
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ご
来
校
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
域
、
保
護
者
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト「
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
ｉ
」ス
テ
ー
ジ

　
６
月
14
日
（
金
）
木
造
高
校
（
中
心
校
）
と
合

同
の
芸
術
鑑
賞
教
室
が
木
造
高
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
日
立
の
Ｃ
Ｍ
曲
「
こ
の
木
な
ん
の

木
」
を
歌
っ
て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｒ
Ａ

Ｇ
Ｓ
Ｐ
ｉ
」
の
ア
カ
ペ
ラ
と
覚
え
た
て
の
津
軽
弁

を
交
え
た
メ
ン
バ
ー
の
ト
ー
ク
に
引
き
込
ま
れ
、

１
時
間
半
の
ス
テ
ー
ジ
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

ま
た
、
ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
で
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
っ
た
中
心
校
の
生
徒
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
本
校
の
生
徒
も
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　
「
初
め
て
聴
く
ア
カ
ペ
ラ
は
素
晴
ら
し
く
美
し

い
歌
声
で
感
動
し
ま
し
た
。
初
め
か
ら
最
後
ま
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
一
人
一
人
ち
ゃ

ん
と
重
要
な
役
割
が
あ
り
協
力
す
る
か
ら
こ
そ
生

み
出
せ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
中
心
校

の
生
徒
た
ち
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。」（
２
年
次
　
工
藤
さ
く
ら
）

【
７
・
８
月
の
行
事
予
定
】

７
月
10
日（
水
）行
合
崎
清
掃
活
動

７
月
18
日（
木
）１
学
期
終
業
式

７
月
19
日（
金
）〜
８
月
22
日（
木
）夏
季
休
業

８
月
13
日（
火
）・
14
日（
水
）学
校
閉
鎖
日

※

学
校
へ
の
問
合
せ
、
各
種
証
明
書
の
発
行
の

対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

８
月
23
日（
金
）２
学
期
始
業
式

８
月
26
日（
月
）〜
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

田
　
村
　
壽
　
治
（
81
）
６
　
　
区

石
　
田
　
キ
ヨ
エ
（
91
）
12
　
　
区

浜
　
谷
　
久
　
美
（
64
）
広
　
　
戸

野
　
呂
　
省
　
美
（
66
）
広
　
　
戸

脇
　
川
　
幸
　
枝
（
64
）
北
金
２
区

葛
　
西
　
義
　
三
（
85
）
北
金
３
区

藤
　
澤
　
リ
ツ
ヱ
（
90
）
　
　関

米
　
谷
　
セ
　
ツ
（
89
）
柳
　
　
田

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

山
　
本
　
悠
　
士
　
将
　
士
　
田
野
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
亜
　
衣

と

は
る

　
　
谷
　
邦
　
夫
（
91
）
岩
　
　
坂

藤
　
田
　
忠
　
春
（
82
）
岩
　
　
坂

七
　
戸
　
𡧃
　
一
（
87
）
岩
崎
下

菊
　
池
　
繋
　
夫
（
91
）
岩
崎
下

堀
　
内
　
た
　
ま
（
92
）
岩
崎
上

山
　
正
　
經
　
雄
（
101
）
森
　
　
山

工
　
藤
　
喜
　
市
（
96
）
大
間
越

短
歌

ｍ

第15回

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

●
お
好
み
つ
け
麺

　
　
￥
７
５
０

　
最
近
、
じ
め
じ
め
〜
っ
と
蒸
し
暑
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
バ
テ
に
も
な
り

た
く
な
い
し
、
さ
っ
ぱ
り
ガ
ッ
ツ
リ
食

べ
た
〜
い
！
時
に
ぴ
っ
た
り
の
メ
ニ
ュ

ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
名
も
、
サ

ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
の
「
お
好
み
つ

け
麺
」
で
す
。

　
暑
い
と
き
、
冷
や
し
麺
が
食
べ
た

い
！
で
も
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
迷
っ
ち

ゃ
う…

。

　
し
か
し
、
こ
の
お
好
み
つ
け
麺
は
、

一
度
に
３
種
類
の
冷
や
し
麺
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
！

　
中
華
ざ
る
・
冷
や
し
中
華
・
冷
や
し

担
々
麺
の
３
種
類
の
つ
け
だ
れ
と
、
別

皿
で
大
盛
り
に
盛
ら
れ
た
ト
ッ
ピ
ン
グ
、

そ
し
て
２
５
０
グ
ラ
ム
も
の
中
華
麺
と

と
っ
て
も
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
。

　
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
か
な
？
と
一

瞬
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
３
種
類

も
の
つ
け
だ
れ
と
、
お
好
み
で
ト
ッ
ピ

ン
グ
を
つ
け
て
食
べ
る
の
で
、
女
性
で

も
ペ
ロ
リ
！
飽
き
ず
に
完
食
し
ち
ゃ
い

ま
す
。

　
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
も
と
も
と
店
員

さ
ん
の
賄
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
中
華
麺
を

た
っ
ぷ
り
茹
で
て
、
好
き
な
た
れ
を
つ

け
て
食
べ
て
い
る
と
き
、
お
客
さ
ん
が

「
そ
れ
、
い
い
な
あ
」
と
言
っ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
も
サ

ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
、
笑
顔
と
元
気
い

っ
ぱ
い
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
。

夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
時
期
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

　
そ
の
他
、
深
浦
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食

（
９
５
０
円
）
も
始
め
ま
し
た
。
肉
汁

た
っ
ぷ
り
の
深
浦
牛
を
堪
能
で
き
ま
す

よ
。

　
美
味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

（
深
浦
字
岡
崎
２
２
８̶

１
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74̶

４
３
３
５

　
営
業
時
間
：
11
時
30
分
〜
15
時

（
定
休
日
：
日
曜
日
）

戸
籍

窓
の
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子

見
渡
せ
ば
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
に
染
ま
り
た
る

　
　
　
　
　
　
　山
海
の
間
を
行
く
五
能
線

　
　
　佐

　藤

　宏

　子

令
和
元
年
５
月
21
日
〜
令
和
元
年
６
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
古
　
川
　
翔
　
太
（
北
金
３
区
）

田
　
代
　
麻
　
衣
（
山
梨
県
甲
府
市
）

♥
荒
　
川
　
祐
　
司
（
５
　
　
区
）

渋
　
谷
　
葉
　
子
（
青
森
市
）

♥
佐
　
藤
　
健
　
吾
（
岩
崎
下
）

世
　
永
　
智
　
花
（
北
金
２
区
）

　
だ
ん
だ
ん
と
蒸
し
暑
く
な
り
、
天
候
も

体
調
も
変
化
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ネ
タ
で
す
。
お
許
し
く

だ
さ
い
。
先
月
県
外
に
行
き
、
高
校
バ
ス

ケ
の
東
北
大
会
で
審
判
員
と
し
て
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
選
手
は
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
戦
い
の
中
、
審
判
も
絶
対
に
失
敗
で

き
な
い
大
会
で
し
た
。
上
級
審
判
ト
ラ
イ

の
審
査
会
。
こ
れ
ま
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

た
め
場
数
を
踏
み
、
苦
い
思
い
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。
い
ざ
、
ト
ラ
イ
！
し
て
み

ま
し
た
が
、
色
々
な
感
情
や
緊
張
で
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人
的

に
は
評
価
は
と
て
も
低
く
、
自
分
の
力
を

発
揮
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
な
り
凹
み

ま
し
た
が
、
す
ぐ
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

自
分
の
課
題
と
向
き
あ
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
に
自
信
を

も
っ
て
！

　
皆
さ
ん
は
、
ト
ラ
イ
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」し
た
体
育
祭

　
６
月
８
日
（
土
）「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
を
テ
ー
マ

に
深
浦
校
舎
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会

時
に
は
少
し
肌
寒
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
競

技
が
始
ま
る
頃
に
は

気
温
が
上
昇
し
、
絶

好
の
体
育
祭
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
保
護

者
の
方
々
の
た
く
さ

ん
の
応
援
、
ま
た
、

昼
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ

た
た
か
い
豚
汁
に
励

ま
さ
れ
、
競
技
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

年
次
対
抗
の
総
合
得
点
の
争
い
は
３
年
次
が
昨
年

に
引
き
続
き
優
勝
し
、
応
援
合
戦
も
優
勝
と
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
ま
し
た
。
２
年
次
は
男
女
と
も

４×

100　
リ
レ
ー
で
１
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。
１

年
次
は
綱
引
き
で
２
年
次
を
圧
倒
し
、
３
年
次
と

も
互
角
の
戦
い
を
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
「
昨
年
よ
り
も
自
分
た
ち
が
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。」（
２
年
次
坂
崎

美
蘭
）、「
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
。」（
３
年
七
戸
香
純
）、「
練
習
の
成
果
を
出

せ
ず
悔
し
か
っ
た
。
来
年
は
絶
対
勝
て
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。」（
１
年
黒
滝
永
遠
）
な
ど
、
一
人

一
人
が
こ
の
体
育
祭
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
び
、
考
え
た
有
意
義
な
体
育
祭
で
し
た
。
次

は
10
月
の
深
校
祭
に
向
け
て
生
徒
全
員
が
一
つ
に

な
っ
て
深
浦
校
舎
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　
ご
来
校
く
だ
さ
い
ま
し
た
地
域
、
保
護
者
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト「
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
ｉ
」ス
テ
ー
ジ

　
６
月
14
日
（
金
）
木
造
高
校
（
中
心
校
）
と
合

同
の
芸
術
鑑
賞
教
室
が
木
造
高
校
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
日
立
の
Ｃ
Ｍ
曲
「
こ
の
木
な
ん
の

木
」
を
歌
っ
て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｒ
Ａ

Ｇ
Ｓ
Ｐ
ｉ
」
の
ア
カ
ペ
ラ
と
覚
え
た
て
の
津
軽
弁

を
交
え
た
メ
ン
バ
ー
の
ト
ー
ク
に
引
き
込
ま
れ
、

１
時
間
半
の
ス
テ
ー
ジ
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

ま
た
、
ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
で
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
っ
た
中
心
校
の
生
徒
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
本
校
の
生
徒
も
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　
「
初
め
て
聴
く
ア
カ
ペ
ラ
は
素
晴
ら
し
く
美
し

い
歌
声
で
感
動
し
ま
し
た
。
初
め
か
ら
最
後
ま
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
一
人
一
人
ち
ゃ

ん
と
重
要
な
役
割
が
あ
り
協
力
す
る
か
ら
こ
そ
生

み
出
せ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
中
心
校

の
生
徒
た
ち
も
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
と
て
も
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。」（
２
年
次
　
工
藤
さ
く
ら
）

【
７
・
８
月
の
行
事
予
定
】

７
月
10
日（
水
）行
合
崎
清
掃
活
動

７
月
18
日（
木
）１
学
期
終
業
式

７
月
19
日（
金
）〜
８
月
22
日（
木
）夏
季
休
業

８
月
13
日（
火
）・
14
日（
水
）学
校
閉
鎖
日

※

学
校
へ
の
問
合
せ
、
各
種
証
明
書
の
発
行
の

対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

８
月
23
日（
金
）２
学
期
始
業
式

８
月
26
日（
月
）〜
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
年
次
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

田
　
村
　
壽
　
治
（
81
）
６
　
　
区

石
　
田
　
キ
ヨ
エ
（
91
）
12
　
　
区

浜
　
谷
　
久
　
美
（
64
）
広
　
　
戸

野
　
呂
　
省
　
美
（
66
）
広
　
　
戸

脇
　
川
　
幸
　
枝
（
64
）
北
金
２
区

葛
　
西
　
義
　
三
（
85
）
北
金
３
区

藤
　
澤
　
リ
ツ
ヱ
（
90
）
　
　関

米
　
谷
　
セ
　
ツ
（
89
）
柳
　
　
田

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（

）

山
　
本
　
悠
　
士
　
将
　
士
　
田
野
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
亜
　
衣

と

は
る

　
　
谷
　
邦
　
夫
（
91
）
岩
　
　
坂

藤
　
田
　
忠
　
春
（
82
）
岩
　
　
坂

七
　
戸
　
𡧃
　
一
（
87
）
岩
崎
下

菊
　
池
　
繋
　
夫
（
91
）
岩
崎
下

堀
　
内
　
た
　
ま
（
92
）
岩
崎
上

山
　
正
　
經
　
雄
（
101
）
森
　
　
山

工
　
藤
　
喜
　
市
（
96
）
大
間
越

短
歌

ｍ

第15回

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
女
性
広
報
担

当
者
が
気
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
メ
を

美
味
し
く
可
愛
く
紹
介
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　

●
お
好
み
つ
け
麺

　
　
￥
７
５
０

　
最
近
、
じ
め
じ
め
〜
っ
と
蒸
し
暑
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
バ
テ
に
も
な
り

た
く
な
い
し
、
さ
っ
ぱ
り
ガ
ッ
ツ
リ
食

べ
た
〜
い
！
時
に
ぴ
っ
た
り
の
メ
ニ
ュ

ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
名
も
、
サ

ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
の
「
お
好
み
つ

け
麺
」
で
す
。

　
暑
い
と
き
、
冷
や
し
麺
が
食
べ
た

い
！
で
も
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
迷
っ
ち

ゃ
う…

。

　
し
か
し
、
こ
の
お
好
み
つ
け
麺
は
、

一
度
に
３
種
類
の
冷
や
し
麺
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
！

　
中
華
ざ
る
・
冷
や
し
中
華
・
冷
や
し

担
々
麺
の
３
種
類
の
つ
け
だ
れ
と
、
別

皿
で
大
盛
り
に
盛
ら
れ
た
ト
ッ
ピ
ン
グ
、

そ
し
て
２
５
０
グ
ラ
ム
も
の
中
華
麺
と

と
っ
て
も
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
。

　
こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
か
な
？
と
一

瞬
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
３
種
類

も
の
つ
け
だ
れ
と
、
お
好
み
で
ト
ッ
ピ

ン
グ
を
つ
け
て
食
べ
る
の
で
、
女
性
で

も
ペ
ロ
リ
！
飽
き
ず
に
完
食
し
ち
ゃ
い

ま
す
。

　
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
も
と
も
と
店
員

さ
ん
の
賄
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
中
華
麺
を

た
っ
ぷ
り
茹
で
て
、
好
き
な
た
れ
を
つ

け
て
食
べ
て
い
る
と
き
、
お
客
さ
ん
が

「
そ
れ
、
い
い
な
あ
」
と
言
っ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
も
サ

ー
ビ
ス
し
て
く
れ
る
、
笑
顔
と
元
気
い

っ
ぱ
い
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
。

夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
時
期
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

　
そ
の
他
、
深
浦
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
定
食

（
９
５
０
円
）
も
始
め
ま
し
た
。
肉
汁

た
っ
ぷ
り
の
深
浦
牛
を
堪
能
で
き
ま
す

よ
。

　
美
味
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
♪

◆
店
舗
情
報

　
サ
ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

（
深
浦
字
岡
崎
２
２
８̶

１
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
74̶

４
３
３
５

　
営
業
時
間
：
11
時
30
分
〜
15
時

（
定
休
日
：
日
曜
日
）

戸
籍

窓
の



■■■ 広報ふかうら ■ 20

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

７月号
No.172

（左上段から）

　くしびき　に　　なさん（５さい）
　こ だ ま　れ い なさん（５さい）
　いわむら　さ と かさん（５さい）
　くまがい　り の んさん（５さい）

（左下段から）

　お　　の　ゆ い かさん（４さい）
　あ　　べ　ことひこくん（４さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「うみのせかいだいしゅうごう」
2019
No.172７月号

元気になるまで見守ります
　認定こども園柳田保育園で実施している

病後児保育事業。

　お子さんが良くなるよう、しっかり見守っ

ていきます。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

（　　　）
藤田琉之介くん（５歳）
　父　宗　希さん　　　　
　母　美　鈴さん　柳　田

りゅう すけの

（　　　）
櫻井　龍承くん（４歳）
　父　孝　順さん　　　　
　母　和　恵さん　風合瀬

りゅうしょう

（　　　）
岩谷　祐音くん（１歳）
　父　紘　史さん　　　　　
　母　理　子さん　北金3区

ひろ と

★このコーナーでは、誕生日を迎え
たチビッコ達をご紹介します★

８月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和元年８月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、保護者名（父母）、住所（地区のみ）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりが
な）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（父母）⑥電話番号を記入したものを添
えてください。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～⑥を記入
のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　

TEL　74-2122（直通）　　kouhou@town.fukaura.lg.jp


